
  

　
展
勝
地
開
園
80
周
年
の
出
来
事
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展
勝
地
と
は
、
桜
並
木
だ
け
で
は
な

く
、
国
見
山
極
楽
寺
・
樺
山
遺
跡
・
聖
塚

も
範
囲
と
し
て
い
る
と
知
っ
た
の
は
平
成

11
年
で
、
当
時
の
北
上
さ
く
ら
の
会
事
務

局
故
熊
谷
明
彦
氏
・
故
高
野
忠
俊
氏
か
ら

教
え
て
い
た
だ
い
た
。
２
年
後
展
勝
地
開

園
80
年
を
迎
え
る
年
だ
っ
た
。

　
聖
塚
は
、
愛
媛
県
の
武
将
河
野
通み

ち
の
ぶ信

公
の
お
墓
で
、
河
野
姓
の
先
祖
で
も
あ

り
、
時じ

し
ゅ
う
か
い
そ
い
っ
ぺ
ん
し
ょ
う
に
ん

宗
開
祖
一
遍
上
人
の
祖
父
で
全
国

か
ら
河
野
さ
ん
や
時
宗
の
檀
信
徒
が
お
参

り
に
来
て
い
る
岩
手
県
指
定
文
化
財
だ
。

愛
媛
県
松
山
市
出
身
と
い
う
こ
と
で
、
聖

塚
と
松
山
市
北
条
ふ
る
さ
と
館
に
同
じ
桜

を
植
樹
し
た
。
先
日
松
山
市
を
訪
れ
北
上

市
の
桜
と
再
会
し
て
き
た
が
、
元
気
で

ほ
っ
と
し
た
。

　
展
勝
地
開
園
1
0
0
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
で
、
1
0
0
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
展
勝
地
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
展
勝
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
こ
と
、
地
理
的
な
こ
と
、
自
然
環
境
の
こ
と
、
そ
し
て
、
展

勝
地
に
深
く
関
わ
っ
た
人
々
や
展
勝
地
を
題
材
に
し
た
美
術
・
文
芸
作
品
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
次
回
は
平
成
30
年
10
月
26
日
に
発
行
し
ま
す
。
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平
成
13
年
、
展
勝
地
開
園
80
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
内
門
岡
地
区
に｢

普
賢
象｣

｢

大
山
桜｣

各
10
本
、
樺
山
遺
跡
に｢

大
山

桜｣

50
本
、｢

一
葉｣

10
本
、
聖
塚
に｢

山

桜｣

20
本
を
照
岡
小
学
校
の
児
童
な
ど
と

合
計
１
０
０
本
植
樹
し
、
今
で
は
綺
麗
な

桜
が
咲
い
て
い
る
。

　
平
成
14
年
３
月
、
当
時
の
北
上
さ
く
ら

の
会
副
会
長
軽
石
昇
氏
か
ら
連
絡
が
あ

り
、
国
会
議
事
堂
隣
の
憲
政
記
念
館
で
日

本
さ
く
ら
の
会
主
催
、｢

日
本
さ
く
ら
の

会
中
央
大
会｣

で
照
岡
小
学
校
の
児
童
に

宣
言
文
を
発
表
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
が

あ
っ
た
。
照
岡
小
学
校
に
人
選
を
依
頼
す

る
と
５
年
生
の
上
野
隼じ

ゅ
ん

さ
ん
、
４
年
生
の

上
野
晃あ

き
ひ
ろ寛

さ
ん
兄
弟
に
決
ま
り
、
引
率
し

て
東
京
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
上
野

兄
弟
は
新
幹
線
、
東
京
と
も
に
初
体
験
で

緊
張
し
な
が
ら
で
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。

　
会
場
は
Ｓ
Ｐ
に
囲
ま
れ
、
緊
張
感
は

ピ
ー
ク
の
中
、
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
に
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※

よ
る
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
当
時
内

閣
官
房
副
長
官
で
あ
っ
た
安
倍
晋
三
氏
の

来
賓
あ
い
さ
つ
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
最
後

北上市の桜(愛媛県松山市北条)



展勝地の桜について故熊谷氏が亡くなる直前に書いたメモ

に｢

さ
く
ら
植
樹
愛
護
宣
言｣

と
な
っ
た
。

　
大
会
初
と
な
る
子
ど
も
が
宣
言
す
る
と

２
人
が
紹
介
さ
れ
、
堂
々
と
中
央
に
進
み

大
き
な
声
で
宣
言
。
宣
言
後
大
歓
声
が
あ

が
り
、
会
場
内
の
緊
張
し
て
い
た
糸
が
は

じ
切
れ
、
桜
が
満
開
に
な
っ
た
よ
う
で
和

や
か
な
感
じ
に
な
っ
た
。

　
そ
の
時
の
宣
言
文
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

　
日
本
さ
く
ら
祭
り
中
央
大
会｢
さ
く
ら

１
０
０
万
本
植
樹
・
愛
護
宣
言｣

　

　｢

わ
た
し
の
住
ん
で
い
る
、
岩
手
県
北

上
市
の
中
心
に
は
北
上
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
川
沿
い
周
辺
か
ら
、
仏
教
文
化

の
栄
え
た
国
見
山
ま
で
を
展
勝
地
と
い

い
、
そ
こ
に
は
北
上
市
の
木
、
ベ
ニ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
を
は
じ
め
、
１
万
本
の
桜
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
展
勝
地
は
、
み
ち
の
く
三
大

桜
の
名
所
と
し
て
、
多
く
の
お
客
さ
ま
が

お
花
見
に
訪
れ
ま
す
。

　
去
年
、
展
勝
地
が
開
園
し
て
、
80
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
に
と
５
月
に
日
本

さ
く
ら
の
女
王
の
お
姉
さ
ん
と
桜
を
植
え

ま
し
た
。
11
月
に
は
、
共
越
つ
ぼ
み
会
が

毎
年
植
え
て
い
る
縄
文
時
代
の
遺
跡｢

樺

山
歴
史
の
広
場｣

に
伊
藤
彬
北
上
市
長
さ

ん(

当
時)

と
い
っ
し
ょ
に
80
本
植
え
ま
し

た
。

　
ま
だ
ま
だ
植
え
る
場
所
が
あ
る
の
で
、

も
っ
と
植
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
会
出
発
前
、
上
野
兄
弟
は
北
上
さ
く

ら
の
会
故
熊
谷
明
彦
事
務
局
長
と
会
い
、

展
勝
地
・
国
見
山
・
樺
山
の
こ
と
を
い
ろ

い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
の
年
に

熊
谷
さ
ん
は
亡
く
な
っ
た
。
告
別
式
に
上

野
兄
弟
は
参
列
し
弔
辞
を
読
ん
だ
。

　
上
野
隼
さ
ん
は
現
在
27
歳
に
な
り
、
結

婚
し
子
ど
も
２
人
に
恵
ま
れ
仙
台
で
暮
ら

し
て
い
る
。

　
ぜ
ひ
、
家
族
で
樺
山
遺
跡
を
訪
れ
花
見

を
し
て
宣
言
文
通
り
子
ど
も
に
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
わ
た
し
た
ち
が
、
大
人
に
な
り
子
ど
も

が
で
き
た
ら
、
家
族
で
花
見
に
来
て
、｢

こ

の
桜
は
お
父
さ
ん
た
ち
が
植
え
た
桜
だ

よ｣

と
話
せ
る
よ
う
に
、
桜
を
植
え
、
大

切
に
保
存
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、
『
さ

く
ら
１
０
０
万
本
植
栽
・
愛
護
運
動
』
の

宣
言
と
し
ま
す｣

岩
手
県
北
上
市
稲
瀬
町

北
上
さ
く
ら
の
会｢

共
越
つ
ぼ
み
会｣

　
　
　
　
　
　
　
　
照
岡
小
学
校   

    

　
　
　
　
　     

５
年
　
上
野
　
隼 

４
年
　
上
野
　
晃
寛

　
提
案
と
し
て
、
20
年
ご
と
に
、
多
く
の

市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
も
っ
て
桜
を

植
樹
す
る
こ
と
が
次
世
代
に
つ
な
が
り
、

北
上
市
民
が
意
味
を
も
ち
誇
り
に
思
う
展

勝
地
の
桜
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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